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1　はじめに
　保育所における保育は，保護者と連携をとりながら，子どもの健やかな成長発達を促すもの
である。しかし保護者は育児の経験のなさや育児文化の伝承のなさの中で，子どもの，特に基
本的日常生活習慣を身につけさせるために，多くの戸惑いと混乱や焦りを感じている。保育士
はこれら様々な戸惑いに出会うことはしばしばであるが，その都度保育士は，子どもには個人
差があり焦ることがむしろ子どもに悪影響を及ぼしかねないこと，それよりは子どもとじっく
り向き合うこと，子どもの現在の姿を全面受容することの大切さと，発達のチャンスを見逃さ
ないことを長年の保育経験を基に保護者に話しているのである。ほとんどの保護者は納得する
が，中には保育士の気休め的な，他人事の姿勢と捉えてしまう保護者もいる。まじめに育児に
取り組みたいと考える保護者ほど，余裕のなさからこのように陥りやすい場合が多々ある。子
育て支援のface　to　faceだけの相談だけでなく，保育士の持っている子育て支援を含んだ保育
所保育の専門性をやさしく，わかりやすく，見通しをもって伝えることは出来ないものか，そ
のための生活習慣の自立への道筋と見通しを伝えるツールの作成の必要性を筆者は感じてい
る。本研究は子育て支援を含んだ保育所保育の専門性の図表化・ビジュアル化を，保育実践を
基に作り上げようとするものである。こうした子育て支援のアドバイスのイラスト化は大塚親
哉（Dにおいても行われているが，大塚の研究は医師の立場からの健康面の解決へのアドバイ
スやハウツゥをイラスト化したものである。保育士のもつ保育・育児の基本を組み合せた図表
化やイラスト化されたものはほとんど見あたらず，ほとんどが文書だけのものが存在している
だけである。筆者の著書の「見て，考えて，創りだす乳児保育」（2）は保育の理論と実践を融合
し，イラスト化をした先駆けといえるであろう。この著書は平成13年度厚生労働省が全国の全
ての認可外保育施設に配布し，保育の質の向上を図るために活用されたことをみてもうかがえ
る。保育界が長年マニュアルを良しとしてこなかった風土が，企業等の一般社会のイラスト化
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したマニュアルを保育界に導入させてこなかった理由であろう。
　本研究は，保育理論を図表化し，実践を写真でビジュアル化したもので，子どもを産み育て
ている親へ「育児の基本法則」の提供と共に，保育所職員の保育の質のスタンダード化「保育
所保育の基本法則」への一石を投じることができればと願うものである。
2　先行研究で得た図表
　平成12年4月から筆者はCHS子育て文化研究所（3）の主任研究員として新規事業「自園の
保育システム」のソフト開発を行った。当時全国30ヶ園の保育サービスのスタンダード化を作
成するに当たってベースとなるソフトの作成であり，現在はそのソフトを100ヵ園以上が活用
し，第三者評価（4）にも対応可能とし，その保育所内の保育サービスのマニュアル化に役立って
いる。その内容ソフトの発信をWeb化することを機会に現在特許出願中（5）である。またその
具体例の一部は，こども未来財団15年度研究事業「第三老評価に対応する自園の保育スタン
ダード化の有効性についての研究」　迫田圭子，栃尾勲（6），保坂佳一（7）が研究を行った。その
研究において保育所保育の特性である養護と教育の一体化と子どもの発達過程にそった保育者
の援助の基本を組み合わせた図表（図表1）を明らかにした。
図表1　〈発達過程にそった保育者の援助図〉
発　達　過　程
養護
教育
環　境　の　設　定
3　保育所保育指針での養護と教育
　保育所保育指針第一章総則には，「養護と教育が一体となって豊かな人間性をもった子ども
を育成するところに保育の特性がある」と保育所保育の特性が定義されている。またその目的
は「子どもが現在をもっともよく生き，望ましい未来をつくりだす力の基礎を培う」とし，そ
のために保育の目標をア，イ，ウ，エ，オ，カの項目として挙げている。アは養護的機能の目
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標であり，一人一人の子どものさまざまな欲求を満たす大切さと生命の保持および情緒の安定
が保育のベースにあるとされている。またイ～カについては，教育的機能の目標であり，子ど
もが主体的に身につけることが望まれる心情，意欲，態度についての保育の目標である。この
養護と教育の軸が保育所保育では必要である。
　養護iと教育について歴史的に見てみよう。1965年に厚生省児童家庭局から指針が発表された
が，それは保育の内容に関する国はじめての基準であり，養護と教育の一体化を初めて明らか
にしている。岡本正章（8）は同年「厚生省　保育所保育指針の内容と解説」において，「養護」に
ついて「養護は乳幼児の生命の保持に直接関係のあることがらについて，おとなの立場からま
もり，満たしてやる機能ということができよう。このなかには，従来強調されてきた，身体上
の養護はもちろんであるが，さらに，精神上の養護も含まれている。」とあり，1990年の25年ぶ
りの指針の改訂を受け，平井信義（9）は同年「これからの幼児教育・保育のあり方」において
「教育と養護は煎じ詰めると分離できない。たとえば赤ちゃんのオムツ替えは，きれいにして
あげて喜びをともにするということから，養護と教育は一体であるというのが保育所保育指針
の一つの大事な項目になっている。」と述べている。同年岡田正章は「旧指針との比較から」に
おいて「養護と教育の一体は昭和40年に旧指針が出されて以来，保育所関係者によって，保育
所保育の基本的性格を明らかにするものとして絶対的な共通理解を得，その継承が強く要望さ
れたものである。」とある。これらの歴史的背景からも保育所保育で養護と教育の一体化は揺
るぎない法則の一つと言えよう。
　幼稚園教育要領（10）の中で，幼稚園の教育の目標が「生きる力の基礎を育成する」と表現され
ているのに対して，保育所保育指針には，保育の目標で「現在を最もよく生き，望ましい未来
をつくり出す力の基礎を培うこと。」と合わせて，保育の方法イで「子どもの発達について理解
し，子ども一人一人の特性に応じ，生きる喜びと困難な状況への対処する力を育てることを基
本とし，発達の課題に配慮して保育すること」と述べられている。つまり，保育所保育の基本
法則は養護と教育の両極を一体化した特性を持ちながら，幼稚園でいう生きる力の基礎を育成
することを目標としている。
　図表1は発達過程に沿った生命の保持・安定のための保育士の援助と，子どもの身につける
ことが望まれる体験とを示したものである。保育指針第2章子どもの発達に「乳幼児期は子ど
もの心身の発育・発達はi著しく，また，基礎が形成される。しかし，一人一人の子どもの個人
差は大きいため，保育に当たっては，発達の過程や生活環境など子どもの発達の全体的な姿を
把握しながら行う必要がある。」とある。保育のスタートはまず保育士が子ども自身を知るこ
と，一人一人組発達過程を周知することであり，間違っても○○歳になったら○○が出来る，
といった生活年齢の区分で発達を捉えないことである。そのために図表1の中には発達過程と
記したのである。
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4　養護と教育の一体化を表すゾーンの作成
　また，保育指針第2章子どもの発達2では「発達とは，子どもが心身の自然な成長に伴い，
それぞれの子どもに応じた自発的，能動的な興味，好奇心や，それまでに身につけてきた知
識，能力を基にして，生活環鏡内の対象へ働きかけ，その対象との相互作用の一結果として，
新たな態度や知識，能力を身につけていく過程である。」とある。図表1に加筆した図表2は，
大人の養護i的援助，世話「ゾーン1」が保障されてこそ，ある日・ある時愛されている大人と
いう心の安全基地の中で探索を始め，興味・関心がグンと芽を吹き始める時期の活動「ゾーン
2」へと向かい，ついには大人の教育的援助のもとで子ども自ら生活を創りだし，他者にも思
いを馳せる自立「ゾーン3」へと展開していくステッフ．を図表化したものが図表2である。
図表2〈発達に沿った援助のゾーン〉
発　達　過　程
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　保育所保育指針の8つの発達過程区分のそれぞれの保育の内容の「内容」部分で「排泄」に
関わる部分をピックアヅプし，そのそれぞれの項目が上記ゾーン1，2，3のいずれに属して
いるかを記してみた。☆印は「ゾーン1」，★印は「「ゾーン2」，◎印は「ゾーン3」である。
指針の「内容」の項目が「保育士主体の表現がされているもの」を☆印にし，「保育士の援助の
もとで子どもが～～～ができるよう・…　　」などの表現が加えられているものを★印にし
た。また「子どもに望まれる心情・意欲・態度の体験」は◎印として分類した。では「排泄」
に関わるであろう具体的分類事例として，6ヶ月から1歳3か月未満児の場合と，5歳児の場
合を下記に挙げてみる。
　　　6か月から1歳3か月未満児「内容」
☆一人一人の子どもの健康状態を把握し，異常のある場合は適切に対応する。
☆一人一人の子どもの心身の発育や発達の状態を的確に把握する。
☆体，衣服，身の回りにあるものを，常に清潔な状態にしておく。
☆一人一人の子どもの生理的欲求を十分に満たし，保育士の愛情豊かな受容により気持ちのよ
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　い生活ができるようにする。
☆★一人一人の子どもの排尿間隔を把握しながら，おむつが汚れたら，優しく言葉をかけなが
　らこまめに取り替え，きれいになった心地よさを感じることができるようにする。
☆室内外の温度，湿度に留意し，子どもの健康状態に合わせて衣服の調節をする。
　　　5歳児「内容」
〔基礎的事項〕
☆★一人一人の子どもの平常の健康状態や発育・発達状態を把握し，異常を感じる場合は速や
　かに適切な対応をする。また，子どもが自分から体の異常を訴えることができるようにす
　る。
☆施設内の環境保全に十分に留意し，快適に生活できるようにする。
☆★一人一人の子どもの気持ちや考えを理解して受容し，保育士との信頼関係の中で，自分の
　気持ちや考えを安心して表すことができるなど，情緒の安定した生活ができるようにする。
☆★食事，排泄，睡眠，休息など生理的欲求が適切に満たされ，快適な生活や遊びができるよ
　うにする。
「健劇
◎排泄の後始末を上手にする。
◎うがい，手洗いの意味が分かり，体や身の回りを清潔にする。
「人間関係」
◎人に迷惑をかけないように人の立場を考えて行動しようとする。
◎共同の遊具や用具を譲り合って使う。
　発達過程8区分の中で，排泄に関わるr内容」を3つにゾーン☆★◎印でまとめてみたのが
図表3である。「内容」の番号や，3歳児以降の「内容」の基礎的事項の番号及び，5領域（健
康・人間関係・環境・言葉・表現）の番号を記しながら，図表1と2の上に載せたのが図表3
である。図表3をとおして，保育所保育の排泄への自立へむけた望まれる体験のプロセス，つ
まり保育所に通う全ての子どもが保育士の養護を十分に受けながら，次第に子ども自ら体験す
ることが望まれる，心情・意欲・態度という教育へと広げ，本稿のテーマである「排泄」の援
助が子ども自身の生きる力の基礎を育む「内容」，言い換えれば先に述べた「育児・保育所保育
の基本法則」が浮かび上がってくると思われる。
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図表3〈「排泄」の自立へのステップを指針の「内容」から捉える〉
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5　3つのゾーンのネーミング
　大人の援助はゾーン1から2，3へと順次進む。ゾーン1で子どもは大人の十分な養護，世
話を受けることで，生命を守られ，愛される実感を味わう「愛情とお世話ゾーン」と筆者は呼
んでいる。するとゾーン2へと子どもは歩もうとする。ゾーン2ではゾーン1で得た信頼関係
に支えられた子どもが「ジブンデ」とか「○○チャンノ」とか「ダメ」などと自分自身でやり
たいという自己主張を示し始める頃である。エリクソン（11）のライフサイクル理論でいう幼児
前期（第二段階）の周囲の大人から，しつけや社会ルールを身につけることを期待されている
「自律性」の獲得に向かう時期でもあり，モンテッソーリ教育でいわれる「敏感期」とも重
なっていると思われる。埜村　恵（12）が「モンテッソーリ教育の方法論」の中で，「敏感期にお
いて感受性は内面から興味の源となって，子どもの活動を誘い出す」と述べ，その時期の訪れ
を教師は見逃さずに，その子どもにとってのチャンスが到来したと捉え，援助するとされてい
る。保育老は子どもの心の安全基地となり，そっと手助けをし，失敗で意欲を失させないよう
に励まし，支えていく。筆者はこのゾーン2を「安全基地で興味を広げるゾーン」と名付け
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た。ゾーン3は「自分で考え自分でできるゾーン」と名付けたのは，大人や子どもの日々の反
復や継続をとおして，子ども自ら主体性をもって生活を創り出すゾーンであり，また自分だけ
でなく，他者への配慮なども加えられ，社会的生活習慣の取得をも含めたものでありたいと考
える。
　排泄の行動は神経系統や関連する筋肉の発達と密接な関係をもっている。子ども一人一人の
発達のスピードの個人差はもちろんのことではあるが，その発達の過程は発達の連続性の道筋
が大切であり，年齢やクラス全員で目標を定めるものではない。保育者はその子どもの現在が
排泄の発達及び援助がどのゾーンに位置しているのかを認識し，その現在のゾーンを十分に援
助することが，多くの体得へと繋がり，次のゾーンへの入り口となることを確信して接してい
くのである。
6　援助の実際を写真と説明文でスタンダード化
　本研究では図表2と3にそって，排泄のゾーン1「愛情とお世話ゾーン」は「おむつを替え
る」を写真でビジュアル化し，その情景の説明を文章で施すこととした。排泄のゾーン2「安
全基地で興味を広げるゾーン」は「排泄のサイン・トイレに誘う・失敗と成功の繰り返し」と
して展開している。排泄のゾーン3「自分で考え自分でできるゾーン」は「じぶんでトイレ」
を同様にビジュアル化し，説明を付した。
　下記の実践写真と文章は，平成15年筆者が運営する4つの保育園（13）の「自園の保育システ
ム」の「排泄篇」を作成するに当たり，排泄に関する職員の排泄の援助の実態調査をし，ゾー
ン別に写真と説明文でシステムを作成した。このシステムは4園の保育サービスのスタンダー
ドとなり，150名を越える職員が研修を重ね，日々保育実践し，その結果を評価・反省をし，ま
た新たに改善を行って日常活用しているもので，本研究ではこれを使用することとする。「排
泄」を3つのゾーンに分類し，写真と説明文を付すことで，排泄の自立への誘いを援助の実際
をとおして明確にしょうとするものである。そしてこのことは排泄及びその他の保育活動の
「育児・保育の基本法則」のメカニズムを構築するものであると考える。
　写真1〈排泄の援助の実際〉
　ゾーン1：愛情とお世話のゾーンの写真「おむつを替える」
　ゾーン2：安全基地で興味を広げるゾーンの写真「排泄のサイン・トイレに誘う・失敗と成
　　　　　　功の繰り返し」
　ゾーン3：自分で考え自分でできるゾーンの写真「じぶんでトイレ」
一　45　一
　　　　　　生きるカへ諭囎士の鋤のスタンダード化の懇贋究腓齢」（迫田）
〈ゾーン1：愛情とお世話のゾーン〉おむつを替える
1．替え一るタイミング
4．コミュニケーションの場
7．おむつのたたみかた
10．服を脱がせる
13．お尻を乾かす
2．親しみのある保育者が
5．スムーズさは安全さ
8．おむつの保管
11．カバーを外し汚れを取る
脚鷺！具合
3．健康を観察．安全を配慮
6．交換台は清潔で安全
9．尿の場合
12．おむつを捨てる
15．気持ちがいいね
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16．保育者の手の消毒
！9．汚れ物はビニール袋へ
22．おむつを捨てる
25．おむつの当たり具合
28．片づけと手の消毒
ユ7．便の場合
20．服を脱がせる
23．お尻を拭く
詠ウ
??
、???
26．気持ちがいいね
29．記録をつける
　　　　　一　47　一
ユ8．蒸しおむつの扱い
21．カバーを外しおむつを取る
24．お尻を乾かす
27．他の保育者に託す
30．ひどい汚れは流す
生きるカへ誘う保育士の援助のスタンダード化の実践研究「排泄篇」（追田）
31．カバーの汚れを取る
34．他の保育者の仕事
32．職員間の共通理解
35．家庭に毎日の伝達
33．次のおむつ替えの準備
『ゾーン1　愛情とお世話のゾーン』の説明文
おむつを替える
＜基本的な考え方＞
1　「替えるタイミング」①乳児の様子，表情から気付く（泣く，ぐずる，機嫌が悪い。お尻
　をつけて座らない。おむつカバーを触ろうとする。など）②生活の区切りの時間（ミルク，
　食事の前後。睡眠の前後。外遊びの前後。など）③間隔（前回のおむつ替えの時間から間隔
　があいた時）④匂いがした時
2　「親しみのある保育者が」①一人一人の排尿，排便の間隔を掴むためにはこまめに取り替
　えることで認識できる。②おむつ替えで愛着関係を築く。③健康的で心地良く過ごすために
　は，おむつが汚れたらその都度すぐに取り替える。
3　「健康を観察，安全を配慮」①排泄物から体調を知ることができる。②おむつ被れや湿疹
　などの皮膚の状態を観察する。②虫さされや虐待のアザと思われる変化は，園長，主任，看
　護士に見せ，適切な対応，処置をし，虐待の早期発見を行う。
4　「コミュニケーションの場」①おむつ替えを嫌がるからといって，無理矢理に押さえつけ
　て替えない。②一対一のスキンシップを取るチャンスと考え優しく，丁寧にする。③笑顔で
　名前を呼びコミュニケーションをとり，触れ合い遊びなどを入れ幸せな時間にする。
5　「スムーズさは安全さ」①替える時動いたり嫌がる場合はオモチャなどを持たせるなど工
　醸する。②自分の足を持たせるのも工夫。③手間取るとよけいに嫌がり，動くことになる。
　スムーズに手早く進めることは安全の保持に繋がる。
〈環境の設定〉
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6　「交換台は清潔で安全」①おむつ台からの転落に注意する。乳児を乗せた後は決して離れ
　ない。②おむつ台は一対一の関係をつくる利点がある。③台の回り，替えに必要な物は清潔
　に準備する（替えのおむつ，カバー，蒸しおむつ，汚れ入れのビニール袋，アルコール消毒
　器）④おむつ替えの時不用意に排泄物や下半身を他誌や他者に晒し辱めることのないよう
　に，台の方向や場所を工夫する。
7　「おむつのたたみ方」①正方形のおむつを縦に半分に，布の裏表を確認。②同じ方向縦を
　半分に折る。細長くなる。③細長い物を横に半分折る。この状態で直接肌に当てることにな
　るので，縫い目や布の端が重ならないように，折り方に工夫をする。④保管するためにもう
　一度横半分にし，正方形にする。直接肌に当たる面を内側にすることで，虫や汚れを防ぐ。
8　「おむつの保管」①清潔で安全な状態で保管する。②手の空いている時にたたむ。
＜援助の方法＞
9　「尿の場合」①「00ちゃん，きれいにしょうね」と声をかげながらおむつ台に誘う。言
　葉もなく始めるとお世話でなく作業になってしまう。
10　「服を脱がせる」①上着は胸の所までたくし上げる。ズボンは手早く表に返す。排泄物に
　触れる前に必ずする。②背中に手を回した際，汗ばんでいないか確認する。衣服の調節の目
　安となる。
11　「カバーを外し，汚れを取る」①片手で両足を優しく持ち上げ，もう片手でおむつを取
　る。②重みや量は排尿が一回分か，それとも数回分かを掴むことができる。③乳児は関節が
　外れやすいことに注意。④尿に直接触れないよう注意。
12　「おむつを捨てる」①汚れおむつ専用のダストボックスに素早く入れる。
13　「お尻を乾かす」①サッパリ感を味わうために，かぶれ予防のためにも，お尻が乾くまで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vvvv
　マッサージしたり，肌を触れたりして，急がずに一対一の時間にする。
14　「おむつの当たり具合」①清潔なおむつを当てる。②折り方の輪になった部分を背中側に
　　　　　　　　　　　　　vvvv
　し，カバーより1cm位内側にする。②胴回り，足の回りに指が2本入る位のゆとりがあるか
　どうかを確認。（腹式呼吸のため）③カバーからおむつがはみ出していないかを確認。（はみ
　出していると次の排尿の時，服を汚すこととなる）
15　「気持ちがいいね」①お尻がさっぽりした，気持ちよくなった感覚を共有するために，
　「さっぱりしたね。気持ちいいね。きれいきれい。」など言う。
16　「保育者の手を消毒」①必ず手をアルコール消毒し，清潔にしてから次の行動に移る。
17　「便の場合」No9。と同じ
18　「蒸しおむつの扱い」①ホットキャビからおむつを出す。②一度広げて熱さを取り，温か
　さまで冷やす。③温まったおむつの中部は，高温なので注意する。
19　「汚れ物はビニール袋へ」①ビニール袋は汚れたおむつが入れやすいように予め広げてお
　く。
20　「服を脱がせる」No10．①②と同じ。③下痢の時は服に便が漏れている事もあるので，
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　脱がせる時足など汚さないように気を付ける。
21　「カバーを外し，おむつを取る」①おむつで便を包むようにしておむつを取り除く。②便
　の状態を観察する。
22　「おむつを捨てる」①ビニール袋に入れて，汚れおむつ専用のダストボックスに素呈二入
　れる。
23　「お尻を拭く」①肌を極力こすらないように，そっと優しく，蒸しおむつのきれいな面を
　一回ずつ使って，拭き取っていく。②拭き残しやすい所（足の付け根のくびれ。肛門の周
　囲。男子は陰のうの回りや後ろ。女子は性器の内側）
24　「お尻を乾かす」No13と同じ
25　「おむつの当たり具合」No14と同じ
26　「気持ちがいいね」No15と同じ
27　「他の保育者に託す」①後片づけや手の消毒を行うため他の保育者に乳児を託す。②受け
　取った保育者も「○○ちゃんはいい気持ち。きれいになったね。」など言いながら，今が勲
　ちのいい状態であることを表現し，その感覚を共有する。vvvvvvvvvvvv
28　「片づけと手の消毒」①おむつ台の周辺を片づけ，自分のエプロンなど汚れていないかを
　確認し，清潔を保つ。②手をアルコール消毒してから次の行動に移る。③他児のおむつ替え
　はこの消毒を済ませてから始める。
29　「記録をつける」①記録をつける（時間，固さ・形状・色・下痢かどうか・量・かぶれや
　湿疹などの肌の状態）②その都度記録する。
30　「ひどい汚れは流す」①下痢などで汚れのひどい時は，シャワーで流す。②水温に樋
　し，風邪を引かさないように手早く対応する。
31　「カバーの汚れを取る」①おむつカバーや服に便が付いたら，保育園で下洗いして返却す
　る。②すぐに洗えない時は，ビニール袋に入れて後で洗う。③便の付いた汚れ物は，専用の
　汚物流しで水洗いだけで下洗いをする。石鹸などは使用しない。洗った物はビニール袋に入
　れ，持ち帰りやすくする。③自分の手を洗う。
＜スタッフ間の連携＞
32　「職員間の共通理解」①便や肌の状態に気付くことは，その場で看護士や他の保育者に相
　談をする。②便に異常があった場合は，便を保存する。
33　「次のおむつ替えの準備」①他児のおむつ替えがスムーズに出来る準備（ホットキャビに
　蒸しおむつはあるか，新しいおむつ・ビニール袋はあるか）
34　「他の保育者の仕事」①担当の保育老が一対一でおむつを替えている時，他児のことは他
　の保育老が対応する。②その乳児にとって親しみを感じている保育者が排泄の援助を行うこ
　とで，愛着の形成を目指す大切な機会と捉える。
〈家庭との連携＞
35　「家庭に毎日の伝達」①便の状態，肌の状態，排便の間隔など降園時に伝える。②家庭で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　50　一
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　の様子を聞くようにする。③排泄の状況を伝え合うことが，健康保持につながることを確認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vvvvvvvv
　する。
〈ゾーン2：安全基地で興味を広げるゾーン〉排泄のサイン・トイレに誘う，失敗と成功の繰
　り返し
36．排尿の間隔がサイン
39．排泄の直後のサイン
42．パンツの履きやすい台
45．肩を借りてパンツを脱ぐ
37．排泄の様々な差
40．排泄のゆりもどり
43．消毒は手軽にその都度
46．履きやすく衣服を揃える
　　　　　一　51　一
38．排泄の直前のサイン
41．楽しく，オープンなトイレ
44．トイレに誘うタイミング
47．便器に座ってシーシーシー
生きるカへ誘う保育上の援助のスタンダード化の実践研究「排泄篇」（迫田）
48．後始末 49．水を流す，手を洗う 50．もし出なかったら
51．トイレットペーパーの長さ 52．トイレットペーパーの切り方　53．トイレットペーパーの折り方
54．トイレットペーパーの使い方　55．トイレでウンチ 56．水を流す，手を洗う
57．記録をつける 58．もし出なかったら 59．パンツに失敗
60．パンツへの移行のプロセス 61．一人一人の排泄計画
毒靴
62，他の保育者の仕事
一　52　一
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63．家庭へ衣服のアドバイス　　64．家庭に毎日の伝達
『ゾーン2　安全基地で興味を広げるゾーン』の説明文
排泄のサイン・トイレに誘う，失敗と成功の繰り返し
〈基本的な考え方＞
36　「排尿の間隔がサイン」①排尿の間隔が一時間近く空いてきたら，膀胱に尿をためること
　が出来るまで発達したのであり，トイレに誘う時期が来たと考える。②おむつ替えの時，濡
　れていないことがしばしばある。そんな時はさりげなく，しかも楽しげにトイレに誘う。③
　トイレは明るくドアは開けたままで。④排泄のサインが見られる。
37　「排泄の様々な差」①排泄の間隔は一人一人違う（排尿の間隔。排便のリズムの有無。）②
　季節の違い（季節。気温。肌寒さ）③摂取の違い（水分。食事）④気分の差（楽しさ。不
　安）
38　「排泄の直前のサイン」①排尿，排便の直前のサインは個人差がある（落ち着きがなくな
　る。じっと動かなくなる。股を押さえる。物の陰に隠れる。目が一点を見つめる）②遊びの
　途中でこれらのサインがあった場合，トイレから戻ってからも遊びが続けられることを話
　す。③サインを見つけた大人が騒ぎ立てると，不安が増し，「トイレいや」と言うことになり
　やすい。④サインがないからと焦らない。
39　「排泄の直後のサイン」①おむつやパンツに排泄してしまった直後のサインも個人差があ
　る（がに股で歩く。泣く。動きが止まる。「出ちゃった」と教える。パンツやおむつを脱ごう
　とする）②排泄の前に教えなかったことを責めない（「あ一あ！！」「どうして教えないの」）
　③大変がらずに拭き取り，トイレの便座に座ることを勧める。排泄はトイレでするものだと
　理解できるように「今度はトイレでしょうね」と明るく誘う。④排泄後に「チッチ」など伝
　えにくれぽ，教えたことを十分に褒める。
40　「排泄のゆりもどり」①一度身に付いたはずの排泄の習慣も時として崩れることがある
　（母親の妊娠や弟妹の誕生。家庭内の不和。家族の急激な就労。初めての集団生活。保育担
　当者の交代。保育者が新入園児に取られた感情）②排泄は精神的な不安が失敗を増やすこと
　となる。まずその子どもの心理的ストレスを和らげ，じっくりと向き合い和らげる。③焦っ
　たりイライラしがちな家族ともコミュニケーションを取り，協力してその子どものあるがま
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　まを支える。
＜環境の設定＞
41　「楽しく，オープンなトイレ」①トイレに行くことを嫌がらないためのポイント（清潔で
　塞全に。臭わない。汚れていない。子どもの好きなキャラクターなどで親しみを。照明は明
　るく．便座のカバーやシートは暖色系で。ドアは鍵を無くす。ドアは開けておく）
42　「パンツの履きやすい台」①脱ぎ着する場所を決めると習慣になり，自分でやってみよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　といった気持ちになる。②座る台の高さは15cm位（大人の膝の上に座った高さ）にすると脱ぎ
　着がしゃすい。後ろが壁になるように。③パンツやズボンは排泄の着替えで毎回行うので，
　脱ぎやすく，はきやすいものを準備。
43　「消毒は手軽にその都度」①オスバン液，消毒用アルコールを常備する。②トイレでの排
　泄に間に合わず漏らしてしまったり，便器から尿がはみ出してしまったり・…　　と失敗は
　付き物。汚れたら慌てず直ぐに清掃と消毒をする。これらのものは子どもの手の届かない所
　に置く。
＜援助の方法＞
44　「トイレに誘うタイミング」①生活の区切りの時（新しい活動の前後。食事の前後。睡眠
　の前後．外遊びや散歩の前後。など）②間隔（前回の排泄の時間から間隔があいた時）③
　　「オシッコに行ったら公園に行こうか」など，次の楽しみを話し掛けながらトイレに誘う。
　④遊びの途中や食事中など楽しみの途中にならないように配慮（楽しみの中断は嫌な思いが
　する。トイレが煩わしいと感じるようになる）⑤どうしても途中で誘う場合は，おもちゃや
　おやつに「まっててね」など言葉をかけ，排泄の後に楽しみが続けられることを印象付け
　る。
45　「肩を借りてパンツを脱ぐ」①子どもが自分でやろうとする気持ちを尊重し，さりげない
　援助をする。②おむつを付けている子どもは汚れていることもあるので，保育者が外す。③
　特にこの時期脱ぎ着しやすい服を家庭で用意してもらう
46　「履きやすく衣服を揃える」①保育者は脱いだズボンやパンツは前を上にして胴回りのゴ
　ムを手前に置く。②裏返ったり，丸まった服は直し，前後が分かるマークなどを付けておく
　と，子どもはわかりやすい。
47　「便器に座ってシーシーシー」①排尿が便器からはみ出さないように，便座の真ん中に座
　ることを伝える。②男子は性器がくっついていたら，真っ直ぐに直す。子ども自身で出来る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　よう促す。③女子は排尿の時下を揃えると外に散らない。
48　「後始末」①男子は性器を振って，しずくを落とすことを告げます。「お母さん指でチョン
　チョンしてね」など②女子はトイレットペーパーで拭く。③拭き方はNo5！，52，53「トィ
　レットペーパーの使い方」を参照。
49　「水を流す，手を洗う」①「ジャーしてごらん」「○○ちゃんのオシッコバイバイ」など言
　葉を掛けながら，レバーを押して水を流す。流れたかどうかを確かめる。②手を洗う。「バイ
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　キンやっつけようね」など言葉を添え，排泄の後必ず手を洗うことを習慣付ける。③「おて
　ても，おしりもいい気持ちね」と排泄のスッキリ感を言葉で添える。
50　「もし出なかったら」①便器に座っても出ない場合は無理強いせずに，「今度教えてね」
　「上手に座れたね」など優しく対応し，次への意欲を誘うようにする。
51』uトイレットペーパーの長さ」①ペーパーを引き出す。②引き出すたのしい目安をペー
　パーの横に貼っておく（象の延びた鼻やきりんの首などのイラスト）③「きりんさんのお首
　が伸びますよ」などイラストと同じ長さでペーパーを止める。
52　「トイレットペーパーの切り方」①ふたを片手で押さえてペーパーを切る。②両手を使え
　ない場合は保育者が押さえる。
53　「トイレットペーパーの折り方」①膝の上でペーパーを折る。②「半分こ，半分こ」と言
　葉と合わせて楽しく折ってみせる。
54　「トイレットペーパーの使い方」①子どもの利き手で，前から後ろに向かって拭くことを
　教える。②自分で拭くのは3歳未満児はまだ難しい。（子どもが拭いた後保育者がもう一度
　拭く。パンツに汚れが付いている場合は3歳以上でも保育者がもう一度拭く）
55　「トイレでウンチ」①保育者と一緒にトイレに行く。②安心して排便が出来るように優し
　く語りかける。③「ウーン」など声をかけ息むことを教える。④手を握りながら声を掛ける
　と子どもは理解しやすい。⑤「いっぱい出たね。いいウンチだね」など排便できたことを一
　緒に喜び，自信がつくようにする。⑥「ウンチは汚いよ」と触れないように教える。⑦大人
　が拭く。前から後ろの方向に拭く。
56　「水を流す，手を洗うjNo49と同じ
57　「記録をつける」No29と同じ
58　「もし出なかったら」①No50と同じ②お腹をさすってあげる。③肛門の回りを優し
　く押してあげる。
59　「パンツに失敗」①失敗した時はさらりとおおらかに接する。②パンツや服に便が付いた
　ら，保育園で下洗いして返却する。③すぐに洗えない時は，ビニール袋に入れて後で洗う。
　④便の付いた汚れ物は，専用の汚物流しで水洗いだけで下洗いをする。石鹸などは使用しな
　い。洗った物はビニール袋に入れ，持ち帰りやすくする。⑤自分の手を石鹸で洗う。消毒す
　る。
60　「パンツへの移行のプロセス」①一人一人の排泄の様子を見て，慌てずに進める。（おむつ
　カバー　→　トレーニングパンツ（厚手のおむつを当てる）　→　トレーニングパンツ（薄
　手のおむつを当てる）　→　トレーニングパンツだけ　→　パンツ　②パンツがはけること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vvvvvvvvvvvvvvvvvv
　を一緒に喜ぶようにする。③日中はパンツで過ごし，子どもによっては昼寝中はおむつをす
　w　ることもある。
〈スタッフ問の連携＞
61　「一人一人の排泄計画」①一人一人の排泄の様子を月案会議や日々のミーティングなどで
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　話し合い，共通理解を図る。②便の状態やはだの様子など，気になることは看護師や他の保
　育者に伝え，相談する。
62　「他の保育者の仕事」No34と同じ
く家庭との連携＞
63　「家庭へ衣服のアドバイス」①ウエストがゴムのズボンなど脱ぎ着しやすいものを，準備
　してもらう。②一～をそがれないように援助する大切さを伝え
　る。③パンツへの移行は園での昼間の様子を話し，一緒に進めていく。
64　「家庭に毎日の伝達」No35と同じ。
〈ゾーン3　自分で考え自分でできるゾーン〉じぶんでトイレ
65．一人で出来る喜びを
68．ズボンの下ろし方
71．ちゃんと履けたかな
」嚢
驚
66．行きたいトイレば清潔さ
69．見守るポイント　排尿
72．手洗いの励行
67．子どもの見える場所で
70．見守るポイント　排便
73．トイレが汚れたら教えてね
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74．ノックして確かめるマナー　　75．色々なトイレに挑戦 76，一人一人の排泄計画
77．排泄の自立は親子の自信
rゾーン3：自分で考え自分でできるゾーン』の説明文
自分でトイレ
＜基本的な考え方＞
65　「一人で出来る喜びを」①排泄の自立は煩わしさからの解放であり，不快感にならないた
　めの対処の方法を習得したことである。また一人でできる喜びは自信へと繋がる。②排泄習
　慣の自立は自分で排泄が出来るようになる，ということだけでなく，排泄への配慮（トイレ
　のドアを開ける前にノックする。中にいる場合は入っていることを知らせる。便器やその回
　りを汚した場合は，保育者に伝える。トイレットペーパーがなくなったら，保育者に伝え
　る。トイレ用のスリッパは揃えて置く。見通しをもってトイレに今行った方がいいかを考え
　る。食事中の排泄は避ける。ぎりぎりまで我慢しない。排便のため決まった時間に便器に座
　る。園のトイレだけでなく出先のトイレも使用する。など）が出来ることを目標としたい。
　③排泄は個人差が非常にある。おねしょをする子どもは自信の無さが見られる。しっかりと
　受容し，失敗した時は慌てず，対応する。④「先生トイレに行っていいですか？」と聞きに
　くるのではなく，自分の生活を自身で考え，作り出す力に繋げたい。
＜環境の設定＞
66　「行きたいトイレは清潔さ」①トイレは明るく清潔に。②大人の使用する消毒液や石鹸，
　ビニール手袋，ペーパータオルなどはいつでも使用できるように整備する。③手を洗うタオ
　ルは個人使用とする。④床の清潔は保育者が直接座れる位とする。
＜援助の方法＞
67　「子どもの見える場所で」①自分で排泄が出来る様になったとはいえ，大人の手助けが必
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　要。子どもの見える所で見守る。
68　「ズボンの下ろし方」①ズボンやパンツは全部脱いでいたのを，足首の所まで下ろし排泄
　するようにする。②ズボンやパンツは下に下ろしたままでは歩きづらいので，便器の側で下
　ろすように丁寧に説明する。
69　「見守るポイント（排尿）」①男子…出た後“チョンチョン”と尿のしずくを落としている
　か。②便器に座って排泄していた子には，少しずつ立って排泄することを教える。③上着を
　濡らさないように捲ること。④便器から尿がはみ出さないように腰を前に出すことなどを見
　守る。⑤女子…トイレットペーパーをたたんで，きちっと使えているか。（トイレッFペーパ
　一の使い方はNo51・52を参照）⑥上着が便器の中にはいらないように捲っているか。
70　「見守るポイント（排便）」①排便如きれいに拭けているかどうか。（自分でふけるといっ
　ても，もう一度保育者が確認し，必要があれば拭いてあげる。）②使用後水を流しているか。
71　「ちゃんと履けたかな」①ズボンやパンツが腰まではけたか，上着の裾がズボンに収まつ
　ているかを確認し，鏡に写る姿で確認する方法を教える。
72　「手洗いの励行」①排泄の後の手洗いは一連の流れとして習慣付くように毎回励行させ
　る。②便や尿は排泄物であり，不衛生なものであるから手洗いは毎回の励行を話す。
73　「トイレが汚れたら教えてね」①便や尿が便器からはみ出してしまったら，自分で拭かず
　に，汚れたことを保育者に知らせ，清潔にしてもらう。②知らされた保育者はなぜはみ出し
　たかを責めずに分かりやすく優しく知らせる。③「こうするとこぼれないよ」「知らせてくれ
　てありがとう」「拭けばもう大丈夫」などと言葉を掛け「失敗した」と感じさせないように気
　持ちのフォローをする。④子どもが恥ずかしそうにしていれば，他の子どもに気付かれない
　ように，そっと援助する。
74　「ノックして確かめるマナー」①トイレのドアを直接開けると，使用している場合は相手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vvvv
　に失礼であることを教え，ノックすること，ノックされたら「入っています」と答えるマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vv
　ナーを教える。vvvv
75　「色々なトイレに挑戦」①散歩の途中にある児童館や公民館などに立ち寄る機会を設け，
　「トイレおかりします」「ありがとうございます」など礼儀を教える。③洋式のトイレが主流
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vvvv
　の今日ではあるが，和式のトイレも使用できるように，様々なトイレの経験を積む。
＜スタッフ間の連携＞
76　「一人一人の排泄：計画」No61と同じ
く家庭との連携＞
77　「排泄の自立は親子の自信」No35と同じ
7　説明文のカテゴリー分析
上記の各ゾーンでの保育者の援助の説明文を分類すると，3つの援助のカテゴリーに分ける
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ことができる。まず始めに「その子どもの現在がこのゾーンであるという認識や，認識を得る
ための方法」を　　　　　　でアンダーラインし，次に「そのゾーンでの大人の援助の方法や
接し方」を　　　　　　で，3つ目には「そのゾーンで子ども自身が体得するもの，援助で目
指すもの」をvvvvvvvvvvvvで記した。これらの分類は図表4である。
　　　　　　　　　　　図表4〈3つのゾーンでの3つの援助のカテゴリー〉
ゾーンの認識と認識の方@ ゾーンの援助の方法・接し ゾーンで体得するもの・ﾚ指すもの
ゾーン1
､情とお世話
乳児の様子．表情から気
tく．泣く．ぐずる．
@嫌が悪い．区切りの時
ﾔ．体調．変化．間隔一人一人の間隔を掴む，
逡?ﾌ状態観察．
s待の発見．肌の状態．
ｻの都度記録．相談
ﾖの状態．様子を聞く．
`え合う．状態に気付く
ｾばみの確認
愛着関係．スキンシップ．
Dしく．丁寧．笑顔，
ｼ前を呼びコミュニケーシ
㏍刀D声をかける，一対一の関係．肌に触れ．一対一の時間．素早く
ｴ覚を共有，親しみ．愛着
ﾌ形成．こまめに注意
ｻの都度．適切な対応と処
u．手早く進める．消毒
Jめることのないように．
}ッサージし．ゆとり
Kず消毒し清潔に，スムー
Yに．転落に注意する．
健康的で心地よく過ご
ｷ．幸せな時間．
ﾀ全の保持．清潔．安全
ﾈ状態．予防．
Tッパリ感を味わう．健
Nの保持
C持ちいい状態．清潔の
m保．
C持ちよくなった感覚の
､有
ゾーン2
ﾀ全基地で
@興味を広げる
排泄間隔の開き．膀胱に
Aが溜まる．サイン
Gれていない．伝えにく
驕D習慣がくずれる．
G節．精神的な不安．失
s．自分でやりたい．
ｶ活の区切り．個人差
さりげなく．楽しげに．焦
轤ﾈい．責めない．慌らず
Xトレスを和らげ．じっく
閧ﾆ向き合う．安心．安全
?驍ｪままを優しく語る．一緒に喜ぶ．親しみ
ｳらりとおおらか．明るく．
hアを開けたまま．誘う．
¥分に褒める．清潔で安全．
Qてず．照明は明るく．鍵
ﾍ無く．脱ぎ着しやすい．
ﾍきやすい．気持を尊重．
yしみを話す．さりげない
㍼普D言葉と合わせて．
yしい目安．手を握りなが
轣D臭わず汚れていない
ｳ理強いせず．消毒
トイレに行くことを嫌が
轤ﾈい．習慣付く
繧ﾉ楽しみが続けられ
驕D自信がつくように．
qども自身ができる．排
浮ﾌスッキリ感．パンツ
ｪ履ける．脱ぎ着を自分
ﾅしたい．
ﾓ欲．
ｩ分でやってみよう，
ゾーン3
@自分で考え
@　自分で出来る
保育者に伝える．おね
ｵょ．個人差．
ｬりぎりまで我慢．自信
ﾌなさ．失敗．
sっていいですか？．．
手助け．見守る．気持ちを
tォロー．
ｼの子どもに気付かれな
｢．慌てない．
囈Jに説明。確認の方法を
ｳえる．
a式トイレを使う．
排泄の自立．煩わしさか
轤ﾌ解放．自信
s快にならないための対
?D一連の流れとして習
ｵ．一人で出来る喜び．
ｧって排泄．マナー．
ｩ分の生活を自身で考え
?闖oす力．
纈??Gらさず．手洗い
ﾍ毎回励行．礼儀．
?黷ｽら保育者に知ら
ｷ．経験を積む．相手に
ｸ礼がないように．
l々なトイレを経験
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8　まとめ
　本稿において図表1．2．3．4を明らかにした。！．2．3については保育所保育指針の
基本原理を図表化を試みたものである。指針は保育所の保育内容のガイドラインであり，保育
の専門性の集約である。しかしこの指針は保育の現場で働く人々にとって，常に手に取り，学
び，確認しているかというと，残念ながら本箱の隅に立てられたままの状態が多い。それは養
護と教育の一体化の特性を指針全体の設計図なくして，子どもの活動の1つ1つに非常に丁寧
に展開しているため，その流れを認識しにくいところにあると筆者は考える。保育者は長年の
経験から子どもの育ちの見通しをもっているのであるが，その見通しと指針を合致させながら
理論付けするのは不得手である。本稿において，排泄の自立へ向けた見通しを，具体的事例写
真とその説明文をもって発表することで保育士の持つ専門性を，より明らかにすることが，子
育て家庭の育児支援そのものに繋がるものと考えた。本稿はあえてその見通しを「育児・保育
所保育の基本法則」と名付け，生きる力を育む保育士の援助の内容のメカニズムを確認したと
考えている。
　さて，保育所は運営主体の多様化の中での生き残りや，近年来るであろう直接契約で，保育
サービスの質の向上などの課題を抱えている。これらの問題の解決に向けて，職員のそれぞれ
が行ってきたサービスを保育所内で標準化し，質的向上と担保を行うためのツールとして保育
士の援助のスタンダード化が求められている。本稿では「排泄」の見通しをもったスタンダー
ドを作成したが，今後「衣服の着脱」「食事」「睡眠」「安全」などの活動テーマのスタンダード
化を計っていきたい。
参考文献等
　（1）　「子育てのアドバイスと育児相談」　大塚　親哉　南山堂
　（2）　「見て，考えて，創りだす乳児保育」　迫田　圭子　電文書林
　（3）　「退園の保育システム～運営編・お世話編・遊び編」　迫田　圭子　CHS子育て文化研究所
　（4）　「福祉サービスの第三者評価基準（保育所）」　厚生労働省児童福祉施設等評価基準検討委員会
　（5）（3）と同じ
　（6）　「第三者評価に対応する自園の保育スタンダード化の有効性についての研究」迫田　圭子，朽尾
　　勲，保坂佳一　こども未来財団　平成15年度研究事業
　⑦　CHS子育て文化研究所代表
　（8）　「厚生省　保育所保育指針の内容と解説」1965年　戦後保育50年史　保育内容と方法の研究p．293
　　栄光教育文化研究所
　（9）　「これからの幼児教育・保育のあり方」1990年　戦後保育50年史　保育内容と方法の研究p．339　栄
　　光教育文化研究所
　（1①　「幼稚園教育要領」文部省
　（lD　1902～1994　アメリカ心理学者　ライフサイクル理論
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⑫　　「モンテッソーリ教育の道」　p．102　学苑社
（13）茶々保育園（入間市）・茶々おおわだみなみ保育園（八千代市）・柿の木台保育園（横浜市）・iタ
　ワー花の森保育所（伊勢崎市）
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